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====ここから==== 

『チ。』が完結した．⿂豊⽒の傑作漫画▶地球が宇宙（太陽系）の中⼼だった 15世紀，1468
年頃までの天動説から地動説への転換期をドラマティックにデフォルメした物語．舞台はP
王国某所．C 教が思想信条において⽀配的であった世の中という設定のフィクションであ
る▶地動説の研究は異端研究．もし異端審問官にばれたら拷問され，2度捕まったら⽣きた
まま⽕あぶりの刑．拷問の描写はむごいがグロくはない．こんな拷問の仕⽅もあるのだと勉
強になった（何のだ？）▶⾎だらけの描写も少なくない．しかしその描写を超えて，訴えて
くるものの⽅が⼤きいのは，⽣死を賭けて信念を曲げず，後世に伝えようとした異端研究者
たちの姿勢に⼼引かれるからだ▶知識を得て，それが世間の常識に反するものだったら躊
躇するだろう．バカな質問かなぁと⾃主規制して教室で挙⼿するのをためらうことと似て
いる．だから迫害されても「それでも地球は動く」といったガリレオは賛美される（きっと
脚⾊！だが⾔い得て妙）．⽖を剥がされても「2 乗して負になる数は実在する」と⾔えるか
なと⾃らを省みる▶ちなみに若い⼈へ．我々には質問する権利がある．堂々と挙⼿してくだ
さいね▶『チ。』を知ったきっかけは，誕⽣⽇に卒業⽣から送られた 1 巻だけの漫画 15 種
の中にあったから．気に⼊ったら全巻買わざるを得ない，そして研究室に置くだろうという
後輩思いの彼らの策略にはまった．チっ，ありがとう！  
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